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甑島列島近海から得られた九州初記録のバラムツ Ruvettus pretiosus

中村潤平 1・西田和記 1・本村浩之 2

Two individuals (261.3 mm standard length specimen and a 
similar sized individual) of the Oilfish Ruvettus pretiosus Cocco, 
1833 were collected from east of Shimokoshiki-shima island, 
the Koshiki Islands, Kagoshima, Japan. In Japanese waters, R. 
pretiosus has been recorded from Hokkaido, Honshu, Shikoku, 
the East China Sea, the Kyushu-Palau Ridge, and the Ryukyu 
Islands. Therefore, these individuals represent the first records of 
the species from off Kyushu.
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 Abstract

クロタチカマス科魚類（Gempylidae）は世界中の暖海

域に分布する中層遊泳性魚類であり，日本国内から 11属

13種が記録されている（Nakamura and Parin, 1993；土居内，

2018；本村，2020）．このうちバラムツ属 Ruvettus Cocco, 

1833は世界の温帯から熱帯域にかけて広く分布するバ

ラムツ Ruvettus pretiosus Cocco, 1833のみから構成される

（Nakamura and Parin, 1993）．バラムツはこれまで日本国内

においては北海道，本州，四国，東シナ海，九州・パラオ

海嶺，および琉球列島から記録されていた（三浦，2012；

中坊・土居内，2013；Nakae et al., 2018）．なお，本種は人

が消化できないワックスエステルを筋肉中にもつ有毒魚で

あり，1970年に厚生省通知（環乳第 83号）により食品衛

生法第 6条第 2号に違反するとして販売が禁止されている

（札幌市，2019；厚生労働省，2020）．

2020年 6月 7日に甑島列島下甑島東沖の水深 330 m地

点において 2個体のバラムツ（Fig. 1；1個体は標本未登録）

が漁獲された．これらは本種の九州周辺海域における標本

に基づく初めての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Nakamura et al. (1983)にしたがった．

標準体長は体長または SLと表記し，体各部の計測はノギ

スを用いて 0.1 mmまでおこなった．生鮮時の体色の記載

は，固定前に撮影された写真に基づく．本報告に用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管され

ている．

Ruvettus pretiosus Cocco, 1833

バラムツ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 143208，体長 261.3 mm，甑島列島下甑

島東沖（31°39′06′′N, 129°53′40′′E），水深 330 m，2020年 6

月 7日，底曳網漁，石原　斉採集．

記載　計数値と体各部の体長に対する割合（%）は

Table 1に示した．体は前後方向に長く，側扁する．体背

縁は吻端から眼の前縁直上にかけて上昇し，そこから背鰭

棘部中央部にかけて緩やかに上昇，その後，尾鰭基底にか

けて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端から前鰓蓋骨直

下にかけて下降し，そこから腹部中央部にかけて緩やかに

下降，その後，尾鰭基底にかけて上昇する．腹鰭から肛門

にかけての腹部正中線上に骨質隆起線がある．口は端位で

口裂は大きく，下顎先端は吻端より前方に位置する．上顎

後端は眼の後縁直下に位置する．眼と光彩は正円形．鼻孔

は 2対で，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔は背腹方向に

長い楕円形で，後鼻孔はスリット状．側線は 1本で，鰓蓋

上方から尾柄中央にかけて直走する．体側鱗に骨性の棘を

そなえる．肛門は臀鰭起部直前に位置し，僅かに前後方向

に長い楕円形．背鰭起部は鰓蓋後端よりも前方に位置する．

胸鰭基底上端は背鰭第 2棘起部直下，下端は背鰭第 3棘起

部直下にそれぞれ位置する．腹鰭起部は胸鰭基底下端より
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僅かに後方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達し

ない．臀鰭第 1棘起部は背鰭第 3軟条起部直下に位置す

る．背鰭と臀鰭の後方にそれぞれ 2本ずつ遊離軟条をそな

える．尾柄部には隆起線がない．尾鰭は二叉型．鰓耙は隅

角部の 1本を除いて短い円錐形で，隅角部の鰓耙は細長い

棒状．両顎の側部，口蓋骨，および鋤骨に 1列の鋭い円錐

歯が並ぶ．上顎前部には 1対の犬歯状歯がある．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）：体と各鰭は一様に黒色

がかる．瞳孔は黒色，虹彩は白色をそれぞれ呈する．固定

時の色彩（Fig. 2）：頭部と体側（腹部を除く）は黒褐色に

なり，体腹部と各鰭は茶褐色になる．

分布　世界中の温帯から熱帯域にかけて広く分布する
（Nakamura and Parin, 1993）．日本国内においては北海道太

平洋沖，福島県南部から土佐湾にかけての太平洋沖，兵庫

県浜坂，東シナ海，九州・パラオ海嶺，および奄美大島以

南の琉球列島から記録されていたが（三浦，2012；中坊・

土居内，2013；池田・中坊，2015；Nakae et al., 2018），本

研究により新たに甑島列島下甑島近海における分布が確認

された．

備考　本標本は背鰭鰭条数が XV, 15 + 2，臀鰭鰭条数が

II, 15 + 2，側線が 1本で直走する，体側鱗に骨性の棘をそ

なえる，腹部正中線上に骨質隆起線がある，尾柄部に隆起

線がない，および体長に対する頭長と体高がそれぞれ 29.2 

%と 21.6 %であることなどの特徴により Nakamura and 

Parin (1993)，中坊・土居内（2013），および池田・中坊（2015）

が報告した Ruvettus pretiosusの標徴と一致したため本種に

同定された．バラムツのこれまでに知られていた国内から

の分布記録は「分布」の項の通りであるため，本標本は

本種の九州周辺海域からの標本に基づく初めての記録とな

る．

本標本は甑島列島下甑島と薩摩半島西岸との間の水

深 330 m地点においてタカエビ漁（ヒゲナガエビ Halipo-

Fig. 1. Fresh individuals of Ruvettus pretiosus from east of Shimokoshiki-shima island, Koshiki Islands, Kagoshima, Japan (upper: 
specimen not retained; lower: KAUM–I. 143208, 261.3 mm SL).

Fig. 2. Preserved specimen of Ruvettus pretiosus (KAUM–I. 143208, 261.3 mm SL, east of Shimokoshiki-shima island, Koshiki Is-
lands, Kagoshima, Japan).
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roides sibogae (de Man, 1907)を漁獲対象とする底曳網漁）

によって採集された．なお，甑島列島の周辺海域では同様

の漁法により小型のバラムツが多く漁獲されているため

（石原　斉氏，私信），本種は同海域において多くの個体が

生息していると考えられる．しかし，冒頭で述べた通り，

本種は市場での流通が禁止されているため，標本となる個

体が得られ難く，これまで九州周辺海域が本種の日本にお

ける分布の空白となっていたことが考えられる．
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KAUM–I. 143208
Standard length (SL; mm) 261.3
Counts

Dorsal-fin rays XV, 15 + 2
Anal-fin rays II, 15 + 2
Pectoral-fin rays 14
Pelvic-fin rays I, 5

Measurements (% SL)
Total length 115.5
Fork length 108.8
Head length 29.2
Snout length 9.5
Length of upper jaw 16.0
Length of orbit 6.8
Length of eye 6.3
Postorbital length of head 13.7
Suborbital width 1.2
Interorbital width 8.2
Body depth 21.6
Body width 10.4
First predorsal length 27.6
Second predorsal length 68.7
Prepectoral length 28.9
Prepelvic length 32.0
Preanal length 70.1
Preanus length 67.7
Length of tail 31.5
Length of caudal peduncle 11.4
Depth of caudal peduncle 4.6
Width of caudal peduncle 3.5
Length of abdomen 39.0
Height of 1st spine of 1st dorsal fin 3.1
Length of longest 1st dorsal spine 5.3
Height of 2nd dorsal fin 13.2
Length of longest 2nd dorsal ray 10.8
Height of anal fin 10.8
Length of 1st anal spine 0.4
Length of 2nd anal spine 1.1
Length of longest anal ray 9.1
Length of pectoral fin 15.9
Length of longest pectoral ray 14.9
Length of pelvic spine 4.8
Length of longest pelvic soft ray 8.4
Length of 1st dorsal base 42.2
Length of 2nd dorsal base 22.1
Length of anal base 20.3

Table 1. Counts and measurements of specimen of Ruvettus pre-
tiosus from the Koshiki Islands, Kagoshima, Japan.


